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「持続可能な学校動物飼育の在り方を探って」 

相模女子大学小学部教諭 三橋正英 

 

はじめに 

相模女子大学小学部は，神奈川県相模原

市南区にある幼，小，中，高，大学が一つの

キャンパスにある学校です．小学校での動

物飼育は，山羊は 1991 年から，モルモット

は 2014 年から飼育をしています． 

１ 学校で動物飼育することの価値 

【保護者アンケート調査から】 

近年，「学校だからこそ，動物飼育ができ

る」状況になっているように感じます．2014

年にモルモットの学年飼育を導入するにあ

たり，対象とする小学校１年生の保護者に

アンケートを実施しました．その結果，動

物飼育をしている家庭は 22家庭（約 29％）

に留まり，55 家庭（約 71％）が，動物飼育

をしていないとの回答を得ました．一方で，

学校での動物飼育を 74 家庭（約 96％）が

希望するという結果を得ました．保護者が，

動物飼育に肯定的でありながらも，家庭で

は難しい状況であると考えました．人とし

ての素地をつくる学童期を支える小学校の

場で動物飼育をする必要性を感じています． 

【動物飼育の価値】 

学校で動物飼育するねらいは，様々です．

実践を重ねる中で，動物飼育の教育的価値

を次のよう考えています． 

(1) 「主体的，自主的」な子どもの育成に寄

与する． 

 その場所に，その時，偶然あつまった人

が，出会いから関係を築き，協力して一つ

のことを成し遂げる子どもになる．集団と

の関わりの中で，自分の夢や願いを見つけ，

集団の力をかりて，自己実現に向けてチャ

レンジし続ける子どもになる．そんな子ど

もに育ってもらいたいと願い，教育実践を

しています．その基盤となるのは，「学習，

生活する楽しさがある」「安全・安心である」

「信頼できる友達関係がある」学級風土で

す．動物飼育は，この風土づくりに大きく

寄与すると感じています． 
(2) コミュニケーションの境界線に気づか

せてくれる 

 他人との関係性，社会との関係性，自然

環境との関係性を認識し，「関わり」，「つな

がり」を尊重できる個人を育むことが大切

です．動物飼育の魅力は，他者意識をもっ

て関係を築こうとする態度を自然に引き出

すところです．相手を意識して伝える，協

働的に物事に取り組む態度は，小学校教育

でつけたい力です． 
自分中心的なかかわり方をとっている児

童が，「関わりたい」という欲求を満たすた

めに，おのずと動物のしぐさを観察し，心

情を考えて接するようになります．学校で

飼育する動物は，動物の習性を理解し，適

切にかかわれば，だれもがある程度の関係図 1 導入前の保護者アンケートから 
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を築くことができます．日々のかかわりの

中で，「私は，あなたにとって安全で，安心

できる存在だよ．」ということを理解しても

らうための関係の築き方や関係を保つため

に必要なことを教えてくれます．行動から，

動物の気持ちを考えながら過ごす，ふれあ

う（遊んだり，話しかけたりする）ことは，

相手を友達におきかえても大事なコミュニ

ケーションスキルです．動物とのかかわり

を通して教わることは，対人関係を学ぶ素

地づくりになると感じています． 
(3) 命を尊重し，大切する態度を育む 

保護者が動物飼育に期待することは多岐

にわたりますが，「命の尊さ」「責任感」「思

いやり」などのキーワードは，多くの方が

挙げています．そして，「生きている」こと

は，直接触れ合う体験，飼育体験なしに理

解することが難しいと感じています．特に，

体験や語彙が十分備わっていない小学校低

学年期は，直接的な関わりから学ぶことが

大切です． 

日々の関わりの中で，自分にとってかけ

がえのない存在なることが，命を尊重し，

大切にする態度につながっています．目の

前にある命に対してとる行動をもとに，ほ

かの命とかかわり方について考えることで，

「すべての命を大切にしようとする」態度

につながると期待しています． 
(4) 人間関係を豊かにする 

 動物が介在することで，人間関係が豊か

になります．一人の児童がモルモットを膝

に抱いていると，数人の児童が集まります．

動物を囲んで肩を寄せ合い，ふれあう空間

や時間を一緒にすることが，交友関係を築

く機会になっています． 
学校で動物飼育をする意味，価値はほかに

あります．多くの実践が教えてくれます．

大切なことは，学校で動物飼育をする意味，

価値を常に問いつづけることと感じていま

す．動物飼育をスタートさせる前に，学習

のねらいをしっかりつくっておくことは当

然ですが，その後も動物と子どもたちのか

かわりから学ぶことは多くあります．実践

しながら骨太にし，付加価値を高めていく

ことが，漂流しない「動物飼育」につなが

ると考えています． 

 

２ 持続可能な動物飼育の在り方を探して 

【学年飼育のメリット】 

相模女子大学小学部では，モルモットの

飼育を学年飼育でスタートしました．その

背景には，『小学校での動物飼育体験のあり

方から見た作文の分析』（中川美穂子・無藤 

隆 2015）や『学校での動物飼育の適切さが

児童の心理的発達に与える影響』（中島由佳，

中川美穂子，無藤 隆 2011）などの研究が

あります． 
学校での動物飼育は，飼育をはじめた教

員がかかわれなくなっても，継続できる仕

組みづくりをすることが大切です．そのた

めには，①同僚教師（学年，教科部会）②管

理職③先行実践している学校の先生③獣医

師④ヤギなどの場合は協力牧場の方，大学

（獣医学，農学系）等⑤保護者の方々など

との連携，協力が欠かせません． 
動物を導入する時の提案資料作り，導入

してからの児童の生活づくりや授業作り，

保護者からの相談対応など，飼育に関わっ

て付帯してくる事柄も多くあります．一緒

図 2 モルモットのお世話の様子 

図３ふれあいの様子 



に取り組む教員がいることで，これらのこ

とを一人で抱えることなく，検討すること

ができ，適切かつ迅速に対応することがで

きました． 
【動物飼育の導入実践】 

導入前，導入時，導入してから今日まで，

それぞれの段階で，取り組む事柄が異なり

ました．どのようなことがあったか，ポイ

ントとなった事柄を紹介します． 
(1) 導入前「やってみたいと思ったら」周囲

の先生に呟く． 

動物飼育をしたいという願いを同学年の

担任教諭や研究部会の先生に話すことから

はじめました． 
話すことで，学校で動物飼育をする意義

や飼育方法，授業のもちかたなどについて，

漠然としていたことが，次第に具体的にな

りました．同時に，周りの方の動物飼育の

経験値や飼育に対する不安などを聞き取る

ことができ，導入するまでの課題が整理で

きました． 
情報収集は，インターネットを活用する

ことが有効でした．実践している園，学校，

団体牧場主，獣医学部のある大学や畜産技

術センターのような施設，獣医師などに直

接連絡もとらせていただきました．自分が

抱えている課題を解決する糸口や手立てを

得ることができました．何を飼うか，子ど

もたちとも話し合いながら決めましたが，

最終的には，獣医師をはじめとする専門家

の意見がよりどころになりました． 
職員会議における提案は，複数回になり

ましたが，その度に内容が精査され，結果

として周囲の理解を得られ，スムーズに飼

育活動をスタートすることができました． 

(2) 導入決定後：飼育動物を迎え入れるた

めの準備 

 導入決定後，学年担任，学校教職員，獣

医師，保護者の方々と連絡を取り合いなが

ら準備を進めました． 
学年担任とは，①導入計画，②「動物飼

育」に関する単元計画，授業案を作成し，

その後，研究部会や管理職と共有しました． 
 学校教職員に対しては，飼育場所や児童

のお世話の方法，活動時間などの情報提供

を行い，動物飼育に対する理解を深めてい

ただきました． 
獣医師には，以下の助言をいただきなが

ら導入を進めました．①動物飼育に関係す

る事柄，②日常の衛生管理，③動物アレル

ギーに関係する事柄などについてです．ま

た，飼育動物の手配，導入時のふれあい体

験の授業や教員研修もお願いしました． 

 
図６ 教員研修 ふれあい体験の様子 

  
保護者に対しては，アンケート調査を行

い，期待や不安を把握しました．学級懇談

会での説明に加え，獣医師に協力していた図４ 飼育動物種選定の条件 

図 ５ 導入に際して作成した資料 



だき，専門家の立場から，動物飼育につい

て説明していただく機会を設けました．こ

の時，保護者に対するふれあい体験もして

います．飼育活動を安心して見守っていた

だけるように保護者からの相談は，個別に

対応もしました． 

 
図７ 獣医師による保護者への説明会 

(3)導入期 

 児童に対しては，ふれあい体験や動物の気

持ちを考える授業，飼育動物のお世話の仕方

などを調べる授業をして，動物を迎える準備

をしました．初めてモルモットを導入した時

は，獣医師の協力を得て，授業をしました． 

 
図８ 校外学習 動物ふれあい体験の様子 

 
図９ 動物の気持ちを考えた授業（国語と連携） 

   全校朝会で報告紹介もしました．少しずつ，

他学年の児童も教室を訪れるようになり，ふ

れあい交流の輪が広がりました．導入前に教

員研修をしていたことで，先生方が児童に上

手にアドバイスしてくださり，混乱すること

なく進みました． 

 
図 10 導入時のふれあいの様子 

(4)展開期 

 飼育動物が来た日から，お世話が始まり

ます．毎日のお世話やふれあいを重ねなが

ら，より良いお世話の仕方やふれあいかた

を児童と考え，ルールづくり，生活づくりを

しました．校内には，動物や牧草に対してア

レルギーをもつ児童もいます．お世話する子

どもたちには，「ゲージやそのまわりを衛生的

にたもつことは，モルモットの健康だけでな

く，友達の健康を守ることにもなる．」ことを

教え，常に教室環境が風通しよく，衛生的に

なるようにしました． 

 
図 11 お世話当番表 

保護者も関心をもって見守っています．そ

こで，日々の出来事を整理し，児童が張り切

ってお世話をしたり，交流を広げたりしてい

る様子を通信などで伝え，飼育活動への理解
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を促すこともしました． 
学校生活での飼育環境づくりをする一方で，

学校休業日の飼育体制の確立も進めました．

相模女子大学小学部では，希望されるご家庭

を募り，週末は児童のご家庭に持ち帰ってお

世話をしてもらっています． 

 
図 12 休日のお世話の記録 

 
図 12 保護者の感想 

休日のお世話についても，学級懇談会や獣

医師からの説明会の中で触れ，保護者に対す

るふれあい体験をしておくことが，協力しや

すい協力していただけるご家庭学校で飼育を

始めて，児童が慣れた頃を見計らい，実施し

ています． 
(5)安定期（成熟期） 

 導入当初の授業は，生活科を中心に児童の

反応もみながら，試行錯誤を繰り返し，一つ

ひとつ作りあげてきました．この時期の主な

課題は，次のようなことでした． 
授業内容やカリキュラム検討し，国語の文章

づくりの単元と連携させるなど，飼育活動に

関わる授業づくりをしました． 

 
図 13 児童作品 国語と連携させた授業 

 １年間の動物飼育活動は，下級生への引き

継ぎ会をして終えます．飼育を通して気づい

たことをポスター様式にまとめて発表したり，

ふれあい体験会を開いたりして引き継いでい

ます． 

 
図 14 下学年への引き継ぎ会の様子 

 愛着形成ができていると，「大切に育てても

らいたい」という願いも強く，引き継ぎ内容

が充実します．「別れ」体験からは，その後出

会う命と共に過ごす時間を，大切にしようと

する気持ちが育つことを期待しています． 

・授業内容，カリキュラム検討 
・飼育活動に関わる授業を骨太にする． 
・教師間，児童間の引き継ぎの在り方を検

討する． 
・保護者，獣医師への報告のあり方． 
・動物の成長段階に合わせた動物飼育の

模索 



 
図 15 寿命を迎えた飼育動物との別れ 

３ 課題 

教育改革の流れの中で，「英語」や「プログ

ラミング」などの授業が加わってきました．

動物飼育を継続するには，その価値をより明

確にし，カリキュラムに位置付けることが必

要です．そのために，日常生活の中の飼育活

動と授業として扱う事柄を整理すること，教

科間の連携を図り，飼育動物を題材にした授

業づくりをすることが欠かせません．また，

以下のような課題もあります． 

飼育活動が形式的にならないように，授業や

活動の区切りで，授業のねらいに適した内容

だったか振り返る機会を設けました． 
児童に教える事柄，考えさせたい事柄，飼

育観察を通して，気づかせたい事柄を整理し，

ました．授業案などの資料をできるだけ作成

し，次の担当者に引き継ぐように心がけまし

た．この積み重ねによって，飼育活動の教育

的価値が高められていると感じます． 

 

飼育に関わる費用の調達も活動の充実に伴

い，予算立てしやすくなったと感じています． 
また，PTA の協力も得られています． 

学校休業日のお世話は，徐々に経験された

ご家庭が増え，軌道に乗り始めました．親子

でお世話の様子を記録したノートが，情報共

有の場になり，飼育活動を盛りたてています．

また，緊急時に診察してもらえる獣医師の存

在が保護者の安心感になっています．一方，

ヤギなどの大型動物のお世話については，検

討しているところです． 
 さらに児童に体験させたいことに，「命の終

わり」を迎える体験，「命を誕生させる」体験

があります．「命の終わり」については，その

時，児童がどうおくりたいか気持ちを十分聞

き，丁寧におくることをすることが大事だと

感じています．一方，「命を誕生させる」こと

については，飼育活動が落ち着いてから，大

人が十分議論し，理解を得てから行うことが

大切と経験から感じています． 
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・継承する過程で，形式的になる． 
・飼育にかかわる費用の恒常的な調達． 
・働き方改革の中での休業日のお世話 

図 16 資料化して，次の担当に残す 


